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研究課題名 二酸化炭素を原料とするエタノール新規製造技術の開発 

研究の概要 

二酸化炭素（CO2）は炭素循環の終点として温室効果ガスであり、地球温暖化の主な原因

物質と認められている。化石資源由来の CO2 を高付加価値化学品へ大幅に転換すること

は、環境・気候問題にとって理想的な解決策と考えられる。本研究では CO2を原料とし、酢

酸メチル（基礎化学品）やエタノール（基礎化学品、燃料および消毒剤原料）へ新規合成ル

ートを計画した。転換経路の内に鍵となるジエチルエーテル（DME）のカルボニル化反応を

中心に、グリーンかつ高効率的な Cu/ゼオライト触媒の開発を行った。 

研究の成果 

本研究ではゼオライトの特有なアンモニア池現象（Ammonia Pool Effect: APE）を発見した。

伝統的な高温水素還元方法（水素・高温・多段階処理が需要）を捨てって、発見された APE

により、二次水素高温還元不要・より省エネルギーで、異なる構造を持つゼオライトに導入

された多種類金属の in-situ 高効率な自己還元かつ優れた触媒性能を初めて成功した。

DME のカルボニル化反応用 Cu-MOR 触媒を開発することにあたって、目的生成物である

酢酸メチルを多く得られる有効な調製法であると実証した。カルボニル化反応用高性能触

媒の他に、他の温室ガスであるメタンの酸化およびカップリング転換にも非常に適用できる

触媒の調製が実証された。それに、ゼオライトは吸着剤や触媒などとしてかなり広い領域で

応用されており、本研究の結果によって省エネルギーと温室ガス CO2の削減を同時に解決

できると期待されている。 
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ノート PC 

化学反応実験データの記録と分析

用物品、オンライン学術会議システ

ムに関連物品など。 

 


